
水 草 研 会 報 No. 63 ( 1 9  9 8 )

イボウキクサ {Lemna gibba G 3 )の実生系統の花成反応（要旨)

田 中 雅 子 *  • 西 村 由 布 子 * 千 代 貴 志 * 田 中 修*

イボウキクサ （ Lemzia g ib b a  G 3 ) は典型的な長日 

性植物として知られ，花芽分化の研究に用いられてきた.

近年，花成誘導に関する遺伝子を単離し，植物に導入 

することによって，その遺伝子の機能を証明する試みが 

なされている.その際には，遺伝子を導入できる系が必 

要である.昨年，このイボウキクサの効率よい再分化系 

を報告した.その後，再分化した個体の生理的変異を確 

認するため，比較として，種子から発芽した実生を用い 

て，花成反応を比較した.

ところが，この植物を自家受精させて得た種子を発芽 

させると，その実生のいくつかが長日条件下だけでなく 

短日条件下でも花芽を分化することが見い出された.こ 

れらの実生の限界明期を調べると， 3 〜 4 時間の日長で 

14日間培養すると花芽が分化することが分かった.そこ 

で，これらを中性 （ D N ) 系統とし，G 3 系統の花成反 

応との比較および遺伝的性質について検討した.

G 3系統の花成反応は，照度と培養液中のりん酸濃度 

に強く依存しているが，D N 系統の花成反応もまったく 

同じ傾向を示した.また，G 3系統の花成はサリチル酸 

で促進されるが，D N 系統の花成も同濃度のサリチル酸 

で同程度に促進された.G 3系統の花成を阻害すること 

が知られているE D T A ， C iT、 N H 4+ は， D N 系統の 

花成も阻害し， 2 系統間の花成反応に異なるところはな 

かった.ただ，ジベレリンによる花成阻害効果が，G3 

系統の場合に比べて，D N 系統では弱かった.それゆえ， 

この2 系統間の日長性の違いにジベレリンが関与（感受 

性や内生含量などを通して）している可能性が考えられ 

る.

G 3系統の自家受精により得た10個の種子からの実生 

では，長日性：中性の分離比は， 3 : 1 であり，長日性 

系統をさらに自家受精して得られた8 個の実生では，長 

日性：中性の比は， 3 : 1 であった.一方，D N 系統を 

自家受精して， 4 代にわたって，30個の種子を得たが， 

その実生はすべて中性であった.
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図 1 . イボウキクサG 3 系統を自家受粉して得られた種 

子からの実生（ A か ら J 系統）は，長日性タイプ 

( L D P ) 7 系統に対し，中性タイプ(C N P ) 3 系統 

であった.中性タイプ （ B や G系統）を自家受粉し 

て得られる種子からの実生は，すべて中性タイプ 

であった.一方長日性タイプ （ J 系統)からは，四 

分の一の割合で，中性タイプが得られた.現在， 

純系の長日系統を得るべく，自家受粉を続けてい 

る.
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このことより，中性形質は劣性ホモとして発現し，長 

日性系統の自家受精により純系の長日性系統が得られる 

可能性を示唆している.そのため，現在，純系の長日性 

系統を得る努力を続けている.

日本各地には，G 3系統に由来すると考えられるイボ 

ウキクサが分布しており，これらは栄養繁殖をしている 

と考えられる（角 野 •平 磐 1 9 9 4 ) .しかし一方ではこ 

れらの開花現象も観察されており，結実も認められてい 

る.本報告は，G 3系統に由来するイボウキクサが種子

繁殖すれば，かなりの確率で，中性系統が分布するはず 

であることを示唆している.それゆえ，分布しているイ 

ボウキクサの日長性を調べることにより，自然条件下で 

の繁殖様式や，生育特性を知る手がかりとなるはずであ 

る.
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